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１．会長あいさつ 
はじめに、北区リハネット会員の皆様および理事役員の皆様、区民の皆様におかれましては、日頃より北区

リハネットにご支援とご協力を賜り、心より感謝を申しあげます。 

新型コロナウィルス感染症が５類移行し、少しずつ３年前の日常が戻りつつあるかと思います。昨年度掲

げた目標３つを更に邁進していければと思っております。 

１．北区リハネットの活動に協力してくれる会員を増やすこと。 

そのために、広報に力を入れます。 

２．北区民へリハビリテーション提供体制の相談窓口を検討すること。 

そのために、連絡先を決め、連絡相談窓口を決めます。 

３．北区内の他団体（組織）との連携をとること。 

そのために、北区内外問わず、連携を強化していきます。 

 

個人的な事ですが、2023 年 9 月 17 日（日）赤羽会館で第 42 回東京都理学療法学術大会の大会長を務め

させていただきます。1 人でも多くのご参加お待ちしております。 

結びに、本年度が皆様とご家族の皆様にとって、明るく希望に満ちたすばらしい一年となりますよう心か

らお祈り申しあげます。 

 

北区リハビリネットワーク会長 卜部 吉文 令和 5 年 7 月 1 日 

 

 

 

 

２．会員数の報告 

  ４９１名 (２０２２年度) 



3 

３．リハネットの役員と組織図 

 
①委員長の交代  PT委員会委員長 辞任 卜部吉文氏     就任 関 優氏 
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４．2022年度事業報告・2023年度事業予定 
 

① シーティング委員会                  委員長 高橋辰嗣 

【2022 年度 令和４年度活動報告書】 

2021 年度に予定していた高齢者領域のシーティング、褥瘡治療、予防に関連したオンライン勉強会などを

2022 年度に行うことを検討しておりましたが、都合が合わず、オンライン会議を実施するのみで、研修会

は未実施です。 

 

【2023 年度 令和５年度活動計画】 

 Ｒ５年度は対面式での研修会、活動の準備をし、各施設での状況を検討し、感染予防に留意しつつ、研修

会の実施を検討していきます。 

 

 

②  在宅リハビリテーション委員会       委員長  訪問看護ステーション飛鳥晴山苑 浜田創 

在宅委員メンバー 

 

訪問看護ステーションほくと サテライト十条 板垣史邦子 

LE在宅・施設訪問看護ステーション 王子 小木美沙紀 

赤羽リハビリテーション病院 木村敬吾 

浮間中央 小泉裕誠 

アットリハ王子 小坂周作 

機能訓練特化型デイサービス エフ 高野舜 

たばこま訪問看護ステーション 田畑陽平 

大橋病院 野崎剛志 

訪問看護ステーション飛鳥晴山苑 浜田創 

訪問看護ステーション飛鳥晴山苑 山内亮平 

東京北医療センター 山内勇裕 

 

 

2021年度事業報告 

2022年 6/21（火）18：00～19：00 

〇福祉用具パートナー事業を ZOOMにて開催 

 

2022年 8/22（月）18：00～19：00 

〇福祉用具パートナー事業を ZOOMにて開催 

 

2022年 9/9（金）18：00～19：10 

〇2症例発表を ZOOMにて開催 

「病院と在宅、それぞれの COVID-19に関連するリハビリ」 
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・COVID-19に対して当院での対応 

北医療センター 理学療法士 土田悠人 

・日課であった庭木の剪定ができる生活に向けて～COVID-19 罹患後症状の改善と生活範囲が拡大した症

例～ 

訪問看護ステーション飛鳥晴山苑 理学療法士 山内亮平 

 

2022年 11/16 18：00～19：00 

〇福祉用具パートナー事業を ZOOMにて開催 

 

2023年 1/18 18：00～19：00 

〇福祉用具パートナー事業を ZOOMにて開催 

 

2023年 3/17 18：30～20：40 

 〇CMの会、福祉用具事業者の会、リハネット在宅委員での協働研修会を ZOOMにて開催 

 『多職種連携・こんな時どうする？どうしたら上手くいく？ 

～連携はなんのため？支店の違いを知って連携のモヤモヤを解消しよう！～』 

 

2023年 3/24（金）19：00～20：30 

〇症例発表を東十条ふれあい館 第二ホール 及び ZOOM 

『訪問分野における小児領域のキホンのキ～おいでよ、小児領域～』 

    たばこま訪問看護ステーション 言語聴覚士 田畑陽平 

 

2023年 3/29（水） 18：00～19：00 

〇福祉用具パートナー事業を ZOOMにて開催 

 

2022年度決算報告 

 支出 合計 

2021年度繰り越し  67,117円 

9/9 症例発表 2名謝礼    6,000円 61,117円 

3/17 CM協働研修 wi-fi 2台レンタル    3,700円 57,417円 

3/24 症例発表 1名謝礼    3,000円 54,417円 

 

2023年度予定 

 

サ責の会協働研修会 

福祉用具の会協働研修会 

CMの会協働研修会 

 

6月から福祉用具パートナー事業開始 

 

 

③ ST委員会            文責：北区リハネット ST 委員会委員長 古賀昭貴 

【ST 委員会の３役】 

委 員 長：古賀（東京北医療センター） 

副委員長：猪瀬（赤羽リハビリテーション病院） 
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長澤（東京北医療センター） 

会 計：長澤（東京北医療センター） 

【令和 ５ 年度活動方針と予定】 

目的：言語聴覚士の顔が見える関係性づくり並びに、言語聴覚士の技能と資質の向上及び言語聴覚療法・サービス

の啓発・普及・発展を図り、北区民の医療・保健・福祉の増進に寄与することを目的とする。 

○活動方針 

①北区の各施設に勤務している言語聴覚士が、（病院間の、医療介護の、介護施設間の、言語聴覚士同士の）地域の

「つながり」を認識し、地域に還元できる関係づくりを行う 

②言語聴覚士としての知識・技術を向上するための環境を提供する 

③北区における言語聴覚療法およびサービスの、啓発、普及、発展が図れるよう区、都士会に連動する活動を

おこなう 

＜2022年度＞ 

実質的な活動が実践できませんでした。 

 ＜2023年度＞ 

下半期から実践していけるように準備しています。 

○活動予定 

①講演会、症例検討会の実施 

・ST 自身のスキルアップを目的とし症例検討会を、今年も実施していきます。 

・ST という職域の普及活動も兼ね、ST の分野に関する講演会を年度内に１回実施したいと考えています。 

②北区の事業への参加 

・言語聴覚士がどのような役割を担い、区民に還元できるのかを知っていただけるよう努めます。 

・北区から発信される事業で、ST が技術・知識を提供できる分野については、積極的に参加していきます。 

 （失語症者向け意思疎通支援者事業へのお手伝い） 

・現在、参加している事業についても継続して協力していく予定です。 

○活動スケジュール(予定) 

９月- ①WEB 勉強会および情報交換会の実施（月１回程度のペース） 

②症例検討会 

③講演 

 

 

④ 介護予防委員会                        委員長 中村睦美 

目的 

北区における介護予防に関し、地域の実情を反映させた包括的な地域ケアを効果的に推進するに

あたり、リハビリテーション専門職の関与を提案、参画していくことを目的とする。また、会員の介護予

防の知識と理解の向上、事業の発展に貢献することを目的とする。 
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令和 4年度 実績 

＜会議＞ 

6／7  第 1回介護予防委員会            Zoomオンライン  

 

＜情報交換会＞ 

1／17 町田市と北区の情報交換会「通いの場の継続支援について」       

Zoomオンライン 

＜研修会＞ 

2／13  第 1回介護予防委員会研修会         Zoomオンライン  

「今、改めてリハ職の役割について考える～通いの場の継続支援について～」講師 安本勝博氏

（作業療法士 岡山県津山市役所） 

参加申込者 45名（参加者 42名） 

 

＜一般介護予防事業＞ 

【自主グループ支援事業】 

★技術支援 43件（3 ヶ月、9 ヶ月、2年目以降自主グループ支援） 

 

【地域リハビリテーション活動支援事業】 

★技術支援 18件（おたっしゃ教室での助言指導） 

★会議参加 56件 

5／26  北区介護予防事業事業者連絡会       北とぴあ 

10／20 北区介護予防事業事業者連絡会        Zoomオンライン 

10／25  地域リハビリテーション活動支援事業連絡会  Zoomオンライン 

12／9   介護予防事業評価検討会                   北とぴあ 

3／2  北区介護予防事業事業者連絡会        北とぴあ 

3／20   地域リハビリテーション活動支援事業連絡会 Zoomオンライン 

 

委員メンバー 

19 名（大橋、神谷、王子生協、明理会中央総合、北区障害者福祉センター、望星赤羽クリニ

ック、赤羽岩渕、東京北医療センター、赤羽、ベストリハ訪問看護ステーション、赤羽リハ、北区

長寿支援課）  ※メンバー募集中です！ 

 

令和 5年度の活動予定 

➢ 介護予防委員会会議（年に 3回程度開催） 

➢ 行政との連携、情報交換（地域リハビリテーション活動支援事業連絡会） 

➢ 地域における介護予防の取組を強化し、地域づくりや通いの場を地域の中で展開するため

の以下のような事業に対する指導・助言など 

（1）自主グループ活動への支援・評価・指導など 

（2）高齢者あんしんセンターとの連携 

（3）他職種への専門的な指導・助言など 
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➢ リハ職への情報提供、知識の共有   研修会 秋頃 Zoomで開催予定 

 

令和 4年度北区リハネット介護予防委員会会計報告 

収入・支出ともに 0円（前年度繰越金 59,113円） 

 

 

⑤ 社会参加支援委員会           委員長 王子生協 矢口拓宇 

＜2022年度活動報告＞ 

2022 年度は新型コロナウィルスの影響により活動できませんでした。 

 

＜2023 年度活動計画＞ 

開催は未定。感染状況や社会情勢、北区リハネットの活動方針に沿って検討していく。 

リアルで集まる機会を設けていきたい。 

 

⑥ PT委員会                        PT 委員会 委員長 関 優 

北区リハネット PT 委員会は、公益社団法人東京都理学療法士協会 地域活性局 区西北部ブロック会 北

区支部として活動を行っている。 

 

【令和 4 年度決算報告】 

 予算は東京都理学療法士協会から算出。収支決算も報告済み 

 

【令和４年度活動報告】 

〇北区社会福祉協議会との地域づくり活動(５地域で実施) 

〇東京赤羽ハーフマラソン大会サポート(スポーツマッサージ) 

 

【令和５年度活動予定】 

〇北区社会福祉協議会との地域づくり活動(活動数未定) 

〇東京都障害者総合スポーツセンターとの事業：健康運動教室(年間３回から４回実施) 

〇東京都理学療法学術大会運営サポート(９月１７日赤羽会館にて実施) 

〇東京赤羽ハーフマラソン大会サポート(スポーツマッサージ) 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

メンバー 

 
メンバー募集中です(日本理学療法士協会会員に限る) 

1 高橋　勇貴 東京北医療センター 支部長

2 渡邊　祐介 浮間中央病院 副支部長 スポーツ

3 東　毅 赤羽岩渕病院 副支部長 障害者調査

4 齋藤　弘樹 医療法人財団逸生会　大橋病院 事務局長 学校保健

5 関　優 ベストリハ訪問看護ステーション　王子支店 地域包括

6 佐藤　奈つ美 医療法人財団逸生会　大橋病院

7 松岡　慎吾 東京北医療センター

8 中村 幸輝 神谷病院

9 堀越陵介 LE在宅・施設訪問看護ステーション

10 星 和彦 東京北医療センター

11 岩山　睦 浮間中央病院

12 稲垣　皓哉 赤羽岩渕病院

13 卜部　吉文 医療法人財団逸生会　大橋病院

14 瓜生　千夏 明理会中央総合病院

15 羽根川　真美 明理会中央総合病院

16 六鹿　健児 東京北医療センター
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５．令和 4年度北区と関連している業務の活動報告 
 

① 北区医療介護療養推進会議（石井） 

令和 4 年度 東京都北区在宅療養推進会議 活動報告 

（親会） 

第 1 回 会議 

  令和４年 8 月 書面開催 

   内容 ①委員の変更 

      ②令和４年度の各検討部会の委員について 

      ③令和３年度北区「在宅医療・介護連携推進事業」活動報告書（案）について 

 

第２回 会議 

   令和 5 年３月 23 日（木）Web 会議 

   内容  

各検討部会の取り組みについて 

（１）生活支援体制部会 

    ・在宅療養者の自宅療養支援情報伝達マニュアルの更新について 

    ・新型コロナウィルス感染症在宅陽性者介護・医療連携共通シート（案）について 

  （２）在宅療養資源検討部会 

    ・令和４年度医療社会資源調査 調査結果について 

    ・在宅療養あんしんハンドブック（事業者・区民向け）について 

  （３）令和４年度在宅療養推進事業の報告について 

  （４）令和５年度の各検討部会の設置について 

 

（部会） 

第１回 在宅療養資源検討部会 

   令和 4 年 9 月 5 日 Web 会議 

   内容 

   （１）令和４年度医療社会資源調査について 

       ・スケジュールの共有 

       ・調査項目の検討 

   （２）在宅療養あんしんハンドブックについて 

   （３）その他 

       ・医療社会資源情報システムについて 

 

第２回 在宅療養資源検討部会 

  令和５年３月 書面開催 

   内容 

   （１）令和４年度医療社会資源調査 調査結果 

（２）在宅療養あんしんハンドブック（事業者用）について 
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（３）在宅療養あんしんハンドブック（区民向け）について 

 

② 地域ケア個別会議 

【北区生活援助プラン検討会議】 

令和４年度は２回参加 卜部・古賀 

【介護予防地域ケア個別会議への参加について】 

北区福祉部高齢福祉課の事業である「介護予防地域ケア個別会議」に助言者として参加した。 

令和 4 年度は、リハネットから 7 回全てにリハ職が参加し、事例に対する助言を行った。 

＜第 1 弾（滝野川東圏域）＞望星赤羽クリニック 青山馨 PT 

令和 4 年 8 月 24 日(水)（45 分×2事例）＜飛鳥晴山苑内あすかホール(Zoom)＞ 

〇滝野川はくちょう高齢者あんしんセンター、飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンター 

＜第 2 弾（赤羽東圏域）＞望星赤羽クリニック 青山馨 PT 

令和 4 年 9 月 29 日(木)（45 分×2事例）＜赤羽会館 4 階小ホール(Zoom)＞ 

〇赤羽高齢者あんしんセンター、みずべの苑高齢者あんしんセンター 

＜第 3 弾（王子東圏域）＞大橋病院 卜部吉文 PT 

令和 4 年 10 月 12 日(水)（45 分×2事例）＜豊島ふれあい館（Zoom）＞ 

〇豊島高齢者あんしんセンター、王子光照苑高齢者あんしんセンター 

＜第 4 弾（滝野川東圏域）＞長寿支援課 中村睦美 PT 

令和 4 年 11 月 25 日(金)（45 分×2事例）＜昭和町ふれあい館（Zoom）＞ 

〇昭和町・堀船高齢者あんしんセンター、新町光陽苑高齢者あんしんセンター 

＜第 5 弾（王子東圏域）＞大橋病院 卜部吉文 PT 

令和 4 年 12 月 16 日(金)（45 分×2事例）＜十条高齢者あんしんセンター（Zoom）＞ 

〇十条台高齢者あんしんセンター、十条高齢者あんしんセンター 

＜第 6 弾（赤羽西圏域）＞大橋病院 夛田聡 PT 

令和 5 年 1 月 25 日(水)（45 分×2事例）＜桐ケ丘地域振興室 2 階会議室（Zoom）＞ 

〇桐ケ丘やまぶき荘高齢者あんしんセンター、西が丘園高齢者あんしんセンター 

＜第 7 弾（浮間圏域）＞大橋病院 卜部吉文 PT 

令和 5 年 2 月 21 日(火)（45 分×2事例）＜赤羽北ふれあい館（Zoom）＞個人情報 

〇浮間高齢者あんしんセンター、赤羽北高齢者あんしんセンター 

                       報告者：中村睦美（長寿支援課） 

 

③ 北区介護事業者連絡会（卜部・中村・古賀・関・田邉） 

奇数月に開催。 

 

 

④ 北区在宅ケアネット 

主催：北区在宅ケアネット 

世話人：関（ベストリハ訪問看護ステーション王子支店） 

●2022 年度活動報告 

1、 顔の見える連携会議：対面開催で 3 圏域に分けて実施 

・日時：2022 年 10 月 14 日滝野川圏域(滝野川会館)、10 月 19 日王子圏域(北とぴあ)、10 月 27 日赤
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羽圏域(北歯科医師会館) 

・テーマと内容 

① 北区のおける災害医療体制 

② 平時の防災の備え、災害種別の対策 

で基本講義(北区危機管理室の粟生課長)とディスカッションの形式で実施 

  

2、自宅訪問における暴力・ハラスメント初期研修～訪問看護師の経験から～ 

  ：オンライン形式で実施。事前ワークをしていただき、当日参加する形 

  ・日時：2023 年 3 月 9 日  

・講師：藤田 愛先生 

 

●2023 年度活動計画 

 1、10 周年記念講演 

・日程:2023 年 7 月 2 日（日） 

・場所:北とぴあ 飛鳥ホール 

（１）午前の部 北区の地域包括ケアを推進するために 

《テーマ》北区の地域包括ケアと北区在宅ケアネットの 10 年の歩みを振り返る「地域包括ケア」元

年から 10 年の北区の現状  

 ～10 年経過した地域の課題を様々なデータから確認、北区の地域包括 ケアの到達点と課題をワー

クも含めて確認～ 

（２）午後の部 「北区在宅ケアネット 10 周年記念講演会」 

（公開講演：収録） 

《講師》 堀田 聰子   慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授 

《テーマ》「コンパッショネート シティ」 

2、 7 月 2 日を軸とした今年度の一連の取り組み（案） 

・看取り（ご遺族の参加）と ACP（人生会議）についてのシンポジウム(11 月頃) 

・顔の見える連携会議（１月頃） 

看取りと ACP をテーマに行う 

   ・松戸市の地域包括ケアの取り組み（松戸市医師会長川越正平氏）（3 月頃） 

リアル講演会) 

 

⑤ 北区摂食嚥下機能評価医・リハビリテーションチーム養成研修の報告 

目的：高齢者安心センターサポート医事業として、北区、北区歯科医師会、滝野川歯科医師会、リハネ

ットが中心となり嚥下障害を有する地域高齢者の医療や介護に繋がらない課題への対応や医療依存度

の高い高齢者のために迅速に的確に支援することを目的としている。その中で摂食嚥下障害の理解や他

職種連携が重要であり、その分野に精通した講師の紹介や事業運営のサポートを行い、事業促進のため

北区リハネットが参画している。 

 

活動内容 

＃運営委員会 全６回  

第１回 ６月２０日   
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第２回 ７月１９日    

第３回 ８月３０日 

第４回 １０月１１日  

第５回 １２月１３日   

第６回 ３月２７日  

 

＃講演会 V E 実習 全 4 回 

第 1 回 ９月７日 オンライン 

演題「超高齢社会の口を支える視点：オーラルフレイル」  

講師：平野 浩彦 先生 東京都健康長寿医療センター研究所研究部長 

 

第 2 回 １１月２９日 オンライン 

演題「嚥下障害治療の選択肢が広がる完全側臥位法の基礎」  

講師：田口 充 先生 鶴岡共立リハビリテーション病院 地域リハビリテーション連携室室長 

演題「最後まで口から食べられる街」  

講師：五島 朋幸 先生 ふれあい歯科ごとう医院長 

 

第 3 回 １月２４日 オンライン 

演題「地域における食支援」〜食べるを支える、食べられないを支える〜  

講師：菊谷 武 先生 日本歯科大学教授 

 

第 4 回 ３月４日 北区障害者口腔保健センター 

演題「V E（嚥下内視鏡）実習」 

講師：大場 庸助 先生 
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６．2022年度会計報告 
2022年４月１日から 202３年３月３１日 

                              単位：円 

収入の部 

科目 金額 備考 

昨年度繰越金 222,988  

参加費 0  

収入合計 222,988  

 

支出の部 

科目 金額 備考 

施設使用料 0  

報償費 9,000 在宅リハ委員会 講師謝礼 3名 

印刷費 0  

会議費 0  

その他 25,810 Zoom会費、機器レンタル代など 

支出合計 34,810  

 

収支差額 188,178 

 

７．会員登録の進め方について 

 
昨年度申し込みのあった会員(施設責任者)にメールで入会申し込み書を送付。またホームページと高

公式 LINEアカウントで申し込みの受付案内をする。 

 

申し込み締め切り 2023年 9月 30日 

 


